
図
書
館
へ

行
こ
う

図
書
館
へ
行
こ
う

図
書
館
っ
て
本
好
き
の
人
の
た
め
に
あ
る
ん

だ
、
と
思
っ
て
い
る
人
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
で
も
、
図
書
館
は
暮
ら
し
の
中
で
こ
そ
必

要
な
と
こ
ろ
な
の
で
す
。
最
近
は
本
だ
け
で
な

く
、
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ナ
ー
が
あ
っ
た
り
、
読
み

聞
か
せ
を
す
る
催
し
物
を
開
い
た
り
、
新
聞
・

雑
誌
を
用
意
し
た
り
し
て
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

図
書
館
は
市
民
の
自
立
を
支
援
す
る
知
的
拠

点
で
あ
り
、
地
域
を
支
え
る
情
報
拠
点
で
す
。

図
書
館
の
役
割
、
機
能
は
、

１　

市
民
の
読
む
こ
と
、
調
べ
る
こ
と
、
書

く
こ
と
を
支
援
す
る
場

２　

文
部
科
学
省
「
こ
れ
か
ら
の
図
書
館
像
〜

地
域
を
支
え
る
情
報
拠
点
を
め
ざ
し
て
〜
」

の
中
で
、
課
題
解
決
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
強

調
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
市
民
の
生
活
や

仕
事
に
必
要
な
情
報
提
供
機
関

３　

文
学
・
芸
術
鑑
賞
の
場
、
レ
ク
レ
ー
シ

ョ
ン
や
交
流
の
場
、
調
査
・
研
究
の
発
表

や
出
版
等
、
市
民
の
集
会
・
文
化
活
動
の

場
と
い
わ
れ
て
ま
す
。

上
田
地
域
に
は
昨
年
開
館
し
た
真
田
図
書
館

を
は
じ
め
、
来
年
以
降
も
丸
子
、
東
御
市
に
新

た
な
図
書
館
が
誕
生
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
特
徴

の
あ
る
図
書
館
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
皆
さ
ん

も
ぜ
ひ
お
近
く
の
図
書
館
に
足
を
運
ん
で
み
て

く
だ
さ
い
。

（
東
御
市
立
図
書
館
の
記
事
は
３
ペ
ー
ジ
に

あ
り
ま
す
。）

図書館振興財団助成事業として、
NPO法人上田図書館倶楽部が発行しています。

地域文化の創造拠点である図書館をもっと身近に！

１

FREE／無料2011.7.1 発行　第 10 号　隔月発行

図書館の「と」と、倶楽部の「く」、それから
コミュニケーションの基本である「話す」を
かけて「　　　　」という名前をつけました。 

上田図書館倶楽部だより

ueda.zuku.jp

ホームページアドレス
http://ueda.zuku.jp/

電子ジャーナル「環」〝桜花〟公開中
ツイッター@tosyokan_club

2011
7・8
月号
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図書館振興財団助成事業＆図書館倶楽部　７ ・ ８月のイベント紹介

図書館振興財団助成事業活動れぽーと

平成23年７月25日（月）、８月22日（月）13:30～15:45

毎月、第１・３月曜日18:30～　駅前ビルパレオ２階会議室

情報リテラシー教育・情報収集サポート事業

ネット＆カフェ　あなたのペースで進めるパソコン演習

セミナールーム＆ブックカフェつつじ
初心者の方を対象にしているので、焦らずゆっくり進められます。
大勢の申込がある場合はお断りさせていただくこともございます。
お早めにお申し込みください。お申し込みは上田情報ライブラリー
受付か電話（0268-29-0210）までおねがいします。

受付は、それぞれ一ヶ月前頃からブックカフェつつじ、事務局にて
行います。電話での申し込みは上田情報ライブラリー（0268-29-0210）
でも受け付けています。（会員は２割引）　定員は70名。（先着順です）
それぞれの詳しい情報はチラシや倶楽部HPなどをご覧ください。
問い合わせは上田図書館倶楽部事務局（0268-25-3115）まで。

医は不仁の術、務めて仁をなさんとす
（大江雲澤（1822-99年）の言葉で医師の心得を説いたもの）

ゲスト：澤田祐介さん

１回1,000円（お茶代含）※初回のみテキスト資料代として1000円追加。

１回700円（当日受付） ※ヨガマットをご持参ください。

３５０年の歴史を継ぐ女性杜氏
　　　　～岡崎酒造㈱の岡崎美都里さん～

繭ホール・サロントーク第12回

繭ホール・サロントーク第13回

さなだクリニック院長で元県副知
事の澤田祐介さんをゲストに、地
域医療のこと、人とのつながり、宗
教、歴史、絵本など多彩なお話を
お聞きします。澤田さんが医療へ
の深い思いと併せ、広い視点から
現代を問いかけます。

夏の扉が開く季節、クラシックからポピュラー、童謡まで
幅広くこなす竹前さんの歌とお話、そして木内さんのシン
セサイザーが技巧を駆使した魅惑的なサウンドをお楽しみ
ください。

アルメニアの強い民族色と郷愁、歌謡性に富んだ素晴らし
い作品をモスクワを拠点に活躍されている新鋭ピアニス
ト、秋場敬浩さんを迎えておとどけいたします。

女性のためのヨガ教室　会社帰りにリフレッシュ！

平成23年7月9日（土）開場/午後6時　開始/午後6時半ことばの繭ホール

受講料：500円（コーヒー付。要申込）　定員：30名
申　込：6月15日（水）から受付開始。

絵本読み聞かせ人材養成事業

読み聞かせレベルアップ講座「ブックトーク」

講師に宮坂順子さん（原村図書館・原中学校司書）を迎え「子
どもたちと本との出会いのために～ブックトークの基本～」と
いう内容で行いました。受講者は高校生を含む49名。
以下のような感想が聞かれ、大変好評な講座でした。
・ブックトークの実践を見ることができてよかった。
・ブックトークの詳しい話を聞いたのは初めてだったが、
わかりやすく「やってみたい」と思える内容だった。
本の紹介もとても面白く、本を実際に手に取りたく
なった。

五回目を迎えた談慶さんの落語会は、お馴染の出囃子「イン
ザムード」の流れる中登場の後、いつもの俄か拵えの高座（丸
テーブルに白布）に上り、最近話題のニュースから風刺のきい
た小噺から始まりました。
やはり東日本大震災の影響で自粛ムードの中、いつもより大
勢の参加者の笑いを誘い、少しでも盛り上げようとの気迫が感
じられた落語会でした。古典落語から「そこつもの」と「ためし
酒」の出し物を熱演、いつもながら長い噺を身振り手振りも交
えながらよどみなく演じる談慶さんの技量に引き込まれた時間
を過ごすことができました。

平成23年5月8日（日）13:30　上田駅前ビル・パレオ２階会議室

「初夏に歌う」～歌＆シンセサイザー～

歌：竹前文美子さん　シンセサイザー：木内貴大さん

平成23年5月14日（土）開場/午後6時　開始/午後6時半ことばの繭ホール

杜氏になって１１年、３人のお母さ
んでもある岡崎さんのトークは「酒造
りは子育てに似ている」と身近な話題
から始まりました。「手をかけただけお
酒は応えてくれる。五感を研ぎ澄まし
てお酒造りをしている」　杜氏は酒造
りの総指揮者で、「洗い」「精米屋」「釜
屋」「船頭」「モト屋」「麹屋」「頭」と呼び
名が変わるほど、さまざまな仕事があ

る蔵人をリードしています。また、日本酒の原料は米・米麹・
酵素・水。ですが米のできが毎年違うので、うまく加工する
のも杜氏の腕のみせどころだそうです。
辛党には聞き逃せない話が次から次へとあり、日本酒の造
り方、吟醸酒と本醸造酒の違いなど、プロジェクターを使い
ながらの分かりやすい説明に、メモを取りながら聞き入って
いました。
「全国に１５７０ある蔵は３０年前の半分。日本の伝統的な
酒造りを継承していきたい」という岡崎さんのメッセージに
参加者からひときわ大きな拍手が送られました。

前売/一般1,000円　当日/一般1,200円　高校生以下無料（要申込）

前売/一般1,000円　当日/一般1,200円　高校生以下無料（要申込）

サロントーク　地域文化の発掘と創造市民交流の場の提供事業

市民交流の場の提供事業

平成23年7月16日（土）開始/午後6時半～　ことばの繭ホール

「アルメニア音楽の夕べ」ピアノコンサート
平成23年8月27日（土）開始/午後6時半～　ことばの繭ホール

立川談慶　落語会Ⅴ
平成23年5月7日（土）開始/午後6時半～　ことばの繭ホール

プログラム：オーバー ザ レインボー・夏の思い出・雨・
手紙～親愛なる子どもたちへ～・イパネマの娘・他

プログラム：コミスタ（R. アンドリアシャーン編曲）「春
（Garun a）」、ハチャトゥリャーン「ワルツ」（劇音楽「仮
面舞踏会」より）、アルチュニャーン「アララト山地の夕べ」
（「３つの音楽的絵画」より）、ほか
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エコールを使って図書館を活用しよう！

エ
コ
ー
ル
を
使
っ
て

図
書
館
を活用
し
よ
う
！

　　
第
八
回

エ
コ
ー
ル
の
図
書
館
訪
問

〜
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
て
〜

　
　
東
御
市
立
図
書
館

烏
帽
子
岳
を
北
に
仰
ぎ
見
る
、

見
晴
ら
し
の
よ
い
〝
舞
台
が
丘
〞

の
高
台
に
建
つ
東
御
市
立
図
書
館

は
、
昭
和
五
十
七
年
に
開
館
し
た

図
書
館
で
す
。

東
に
中
央
公
民
館
、
西
に
市
役

所
庁
舎
と
い
う
市
の
中
心
部
の
大

変
便
利
な
所
に
あ
り
一
日
平
均
し

て
１
５
０
人
か
ら
２
０
０
人
位
の

多
く
の
市
民
の
皆
様
に
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

延
面
積
が
６
５
０
㎡
と
や
や
狭

い
感
じ
が
し
ま
す
が
、
所
せ
ま
し

と
並
ん
で
い
る
開
架
書
架
に
は
６

万
冊
の
本
が
整
然
と
並
べ
ら
れ
て

お
り
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
様
々

な
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
徴
の
い
く
つ
か
を
紹
介
い
た

し
ま
す
。

①
児
童
書
の
割
合
が
約
４
割
と
高

い
事
も
あ
り
、
学
校
図
書
館
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
と
し
て
市
内

の
各
小
中
学
校
へ
学
級
単
位
で
学

期
毎
に
本
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て

お
り
学
校
支
援
に
力
を
い
れ
て
い

ま
す
。

②
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
と
し
て

「
絵
本
は
心
の
ミ
ル
ク
」
と
い
う

考
え
か
ら
十
ヶ
月
児
検
診
の
対
象

者
に
対
し
て
「
い
な
い
い
な
い
ば

あ
」
等
二
十
種
類
の
本
の
中
か
ら

選
ん
で
も
ら
い
、
絵
本
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

③
読
み
聞
か
せ
活
動
を
行
う
小
学

生
の
保
護
者
や
市
民
を
対
象
に
、

よ
り
楽
し
く
充
実
し
た
活
動
を
行

う
た
め
の
支
援
と
し
て
、
年
三
回

「
い
き
い
き
読
書
講
座
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

④
子
供
達
の
読
書
意
欲
を
高
め
る

た
め
に
月
一
回
（
第
三
土
曜
日
）、

市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

が
交
替
で
紙
芝
居
、
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
、
童
話
の
読
み
聞
か
せ
を
行

っ
て
い
ま
す
。

⑤
古
典
文
学
講
座
・
古
文
書
講

座
・
郷
土
史
講
座
・
文
化
財
講
座

等
を
開
催
。
読
書
及
び
図
書
館
へ

の
関
心
を
高
め
る
た
め
に
「
い
き

い
き
生
涯
講
座
」
を
月
一
回
ま
た

は
隔
月
で
行
っ
て
い
ま
す
。
各
講

座
に
は
毎
回
十
人
〜
二
十
人
の
参

加
者
が
あ
り
盛
況
で
す
。

⑥
市
図
書
館
か
ら
お
お
む
ね
２
㎞

以
上
の
地
域
（
三
十
五
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
）
を
移
動
図
書
館
車
「
し
ら

か
ば
号
」
が
巡
回
し
遠
距
離
地
域

の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
読
書
の
推

進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

⑦
ユ
ニ
ー
ク
な
と
こ
ろ
と
し
ま
し

て
は
、
郷
土
が
生
ん
だ
力
士
、
雷

電
為
右
衛
門
の
相
撲
関
連
書
籍
コ

ー
ナ
ー
も
あ
り
、
来
館
者
の
興
味

を
引
い
て
い
ま
す
。

以
上
、
特
徴
を
述
べ
て
き
ま
し

た
が
、
本
年
度
か
ら
市
役
所
庁
舎

の
増
改
築
が
始
ま
り
、
こ
の
三
階

部
分
を
中
心
に
平
成
二
十
四
年
度

に
新
図
書
館
が
開
館
す
る
予
定
に

な
っ
て
お
り
準
備
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
延
面
積
も
広
く
な
り
大

変
使
い
易
く
な
り
そ
う
で
す
。

な
お
、
今
年
度
中
に
図
書
館
サ

ポ
ー
タ
を
募
る
予
定
だ
と
い
う
お

話
も
伺
い
ま
し
た
。
興
味
の
あ
る

方
は
連
絡
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

東御市立図書館
の場所

至上田
至小諸

田中駅

東
御
市
役
所

24
年
度
開
館

予
定
の
場
所

東御市中央公民館

東
御
清
翔
高
校

★★

東御市立図書館はエコールの図書
館なので、エコールの図書カード
をお持ちでしたら、どなたでも利
　　用できます。

東御市立図書館

P P

田中

モダンな外観

充実の児童図書コーナーを２階の吹き抜けから見る

移動図書館車しらかば号

雷電為右衛門コーナー 新図書館基本構想図



　

毎
晩
娘
は
山
を
越
え
、
若
者

の
も
と
へ
走
る
、
そ
の
手
に
は

一
握
り
の
米
が
。
ひ
た
む
き
な

心
を
歌
い
上
げ
た
こ
の
民
話
は
、

太
郎
山
に
伝
わ
る
伝
説
を
松
谷

み
よ
子
さ
ん
が
採
話
し
た
絵
本

「
つ
つ
じ
の
む
す
め
」。
ブ
ッ
ク

カ
フ
ェ
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
、
上

田
市
の
花
で
も
あ
る
、
こ
の
、

つ
つ
じ
か
ら
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

「
つ
つ
じ
」
は
、
図
書
館
の
喫
茶

店
と
し
て
定
着
し
、
多
く
の
皆

様
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
お

い
し
い
コ
ー
ヒ
を
飲
み
な
が
ら

ゆ
っ
く
り
読
書
を
ど
う
ぞ
。
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ブ
�
ク
カ
フ
�

つ
つ
じ

　
　

営
業
時
間

十
時
三
十
分
〜
四
時
三
十
分

オ
�
ダ
�
ス
ト
�
プ　

四
時

ラ
イ
ブ
ラ
リ
�
休
館
日
は
休
み

　
　

メ
ニ
�
�

コ
�
ヒ
�
・
ウ
�
ロ
ン
茶
・
紅
茶
・

ミ
ル
ク
・
ジ
�
�
ス

二
百
五
十
円

︵
ク
�
キ
�
付
き
で
す
︶

ト
�
ス
ト
セ
�
ト

飲
み
物
自
由
の
四
百
円

十
一
枚
綴
り
の
お
飲
み
物

回
数
券
は
二
千
五
百
円
で
す
�

︵
倶
楽
部
会
員
は
特
別
価
格
�

詳
し
く
は
つ
つ
じ
ま
で
︶

上
田
図
書
館
倶
楽
部

　
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー

編 集 後 記
暑い夏がやってき

ます。この夏は節電
が求められています。
しかし、体調を崩し
てしまっては元も子
もないので、こまめ
にスイッチを切るな
どして無理のない節
電を心がけていきま
しょう。
さて、次号から

「とーく」のスタイ
ルが変わります。助
成事業が終了するの
で手作り感満載にな
る予定です。引き続
き、よろしくおねが
いします。 （児）

上
田
図
書
館
倶
楽
部
だ
よ
り「
と
ー
く
」第
10
号
　
発
行
：
N
P
O
法
人
上
田
図
書
館
倶
楽
部
　
編
集
：「
と
ー
く
」編
集
部
　
住
所
：〒
３８６
―
００２５
上
田
市
天
神
一
―
八
―
一
　
電
話
／
F
A
X
：
〇
二
六
八
―
二
五
―
三
一
一
五
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Cafe

五
月
二
十
一
日
、
上
田
情
報
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
に

お
い
て
、
二
十
七
名
の
出
席
と
四

十
一
名
の
委
任
状
の
提
出
を
受

け
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
上
田
図
書
館
倶

楽
部
の
平
成

二
十
三
年
度

総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し

た
。来

賓
と
し

て
小
山
壽
一

教
育
長
さ

ん
、
清
水
忠

幸
新
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
館
長

さ
ん
に
ご
出

席
い
だ
た

き
、
小
山
教

育
長
さ
ん
か

ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

議
事
に
入
り
、
第
一
号
議
案
の

「
平
成
二
十
二
年
度
事
業
報
告
お

よ
び
平
成
二
十
二
年
度
収
支
決
算

報
告
」
で
は
、
学
習
活
動
部
会
・

こ
と
ば
の
繭
ホ
ー
ル
文
化
事
業
部

会
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
部
会
・
喫
茶

部
会
か
ら
一
年
間
に
行
っ
た
事
業

と
そ
の
結
果
が
報
告
さ
れ
、
事
務

局
か
ら
収
支
報
告
、
監
査
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
図
書

館
振
興
財
団
の
助
成
事
業
の
中
間

事
業
報
告
、
中
間
会
計
報
告
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

第
二
号
議
案
の
「
役
員
の
変

更
」
で
は
、
以
下
の
理
事
監
事
を

選
任
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
理
事
の
互
選
に
よ
り

理
事
長
に
稲
垣
勇
一
さ
ん
、
副
理

事
長
に
宮
下
明
彦
さ
ん
が
決
ま
り

ま
し
た
。
任
期
は
平
成
二
十
三

年
、
二
十
四
年
の
二
年
間
で
す
。

理
事
長　

稲
垣　

勇
一

副
理
事
長　

宮
下　

明
彦

理　
　

事　

米
津　

福
一

　
　
　
　
　

小
平　

千
文　
　

　
　
　
　
　

中
西　

満
義

　
　
　
　
　

矢
幡　

正
夫

　
　
　
　
　

児
玉　

将
男

　
　
　
　
　

岡
田　

基
幸

　
　
　
　
　

清
川　

輝
基（
新
）

　
　
　
　
　

工
藤　

義
房（
新
）

　
　
　
　
　

増
田　

節
子（
新
）

監　
　

事　

北
條　

彰
一

第
三
号
議
案
の
「
平
成
二
十
三

年
度
事
業
計
画
（
案
）
お
よ
び
平

成
二
十
三
年
度
収
支
予
算
書

ネット＆カフェ

ネット＆カフェ

文学講座（３）

女性のためのヨガ教室

女性のためのヨガ教室
ブックトークゼミナール（終）

「つつじ」お盆休み 13～16

7・8月
カレンダー

只
今
会
員
募
集
中
！

N
P
O
法
人
上
田
図
書
館
倶

楽
部
で
は
共
に
活
動
し
て
い
た

だ
け
る
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
会
員
特
典
と
し
て
、
セ
ミ

ナ
ー
や
コ
ン
サ
ー
ト
の
割
引
、

倶
楽
部
だ
よ
り
「
と
ー
く
」
を

お
届
け
い
た
し
ま
す
。

図
書
館
倶
楽
部
平
成
二
十
三

年
度
総
会
が
行
わ
れ
る

絵本コーナーで読み聞かせ会 11:00～12:00

情報検索研修（終）

（
案
）」
に
つ
い
て
は
、
各
部
会
の

事
業
計
画
、
予
算
の
報
告
の
後

「
子
ど
も
子
育
て
部
会
」
を
新
設

し
、
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
、
絵
本
読
み
聞
か
せ
活
動
の
ほ

か
、
伝
承
遊
び
を
楽
し
む
会
、
講

演
会
な
ど
随
時
開
催
す
る
事
業
計

画
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
新
規
事
業
案
「
街
道
を
歩
く
」

が
出
さ
れ
、
図
書
館
で
調
べ
て
、

現
地
で
取
材
、
旅
し
て
、
ま
と
め

て
、
発
表
し
よ
う
と
す
る
内
容
で

市
民
に
も
参
加
を
呼
び
か
け
る
。

さ
ら
に
、
助
成
事
業
は
平
成
二
十

三
年
七
月
ま
で
で
は
あ
り
ま
す

が
、
引
き
続
き
事
業
計
画
（
案
）

予
算
書
（
案
）
の
提
案
が
あ
り
ま

し
た
。

以
上
三
議
案
に
つ
い
て
質
疑
応

答
が
行
わ
れ
賛
成
多
数
に
よ
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
三
月

の
臨
時
総
会
で
承
認
さ
れ
た
「
上

田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
業
務
受
託

提
案
」
に
関
す
る
経
過
と
し
て
、

五
月
二
十
三
日
に
市
長
と
の
懇
談

が
、
予
定
さ
れ
て
い
る
と
報
告
が

あ
り
総
会
は
閉
会
し
ま
し
た
。

小山教育長よりご祝辞

あいさつをする稲垣理事長

繭ホールサロントーク

繭ホールコンサート

繭ホールコンサート


